
線形静解析 – 2D平面歪



Step

線形静解析 - 2D平面歪 > 解析概要00

2D 平面ひずみ解析は、サーフェスが
Z 方向に無限大であると仮定した場合の
解析を行います。
2D 平面ひずみの解析を行う場合、
CAD モデルを XY 平面のサーフェスで
作成しておく必要があります。

Z 方向に
無限大



Step

線形静解析 - 2D平面歪 > 解析設定01

①

解析をスタートするには、
IRONCAD アドインリボンタブの
IronCAD MultiPhysics の [Add FEA]
をクリックします。



Step

線形静解析 - 2D平面歪 > 解析設定01

2D 平面ひずみの解析を行うには、
[線形静解析/非線形解析] と
[2D 平面 / 平面ひずみ] を選択して、
[OK] をクリックします。

①

③

②



Step

線形静解析 - 2D平面歪 > 解析設定01

①

2D 平面ひずみの解析を行うには、
[応力] (デフォルト設定)のままです。



Step

線形静解析 - 2D平面歪 > 単位、材料設定02

解析ツリーのモデルを選択後、
表示されたモデルページで [単位設定]
をクリックします。
ここで荷重を N 、質量を kg に設定
します。

※長さ単位は CAD で使用している
単位に合わせます。

③

④

①

②

⑤



Step

線形静解析 - 2D平面歪 > 単位、材料設定02

①

②

③

④

材料設定をします。
ライブラリにある JIS Steel の
SS400 を設定します。



Step

線形静解析 - 2D平面歪 > 拘束設定03

拘束条件を設定します。
[固定/回転] を選択します。

①

②



Step

線形静解析 - 2D平面歪 > 拘束設定03

下面を完全拘束します。

①

②



Step

線形静解析 - 2D平面歪 > 負荷設定04

①

②

負荷条件を設定します。
[荷重/圧力] を選択します。



Step

線形静解析 - 2D平面歪 > 負荷設定04

①

③

②

圧力 50 N/mm^2 を上面に
設定します。



Step

線形静解析 - 2D平面歪 > 負荷設定04

②

①

圧力の方向を Y 方向にします。



Step

線形静解析 - 2D平面歪 > 負荷設定04

①

[方向の反転] をクリックし、
Y 方向下向きにします。

②



Step

線形静解析 - 2D平面歪 > メッシュ設定05

②

①

④

③

[メッシュの生成] をします。
メッシュサイズはデフォルト値
のままです。



Step

線形静解析 - 2D平面歪 > 結果表示06

①

②

[メッシュの生成] が完了したので、
結果ページの [解析] をクリックし、
解析実行します。



Step

線形静解析 - 2D平面歪 > 結果表示06

変位振幅の解析結果が表示されました。



Step

線形静解析 - 2D平面歪 > 結果表示06

スケールの [オン/オフ] をクリックすると、
変形状態が表示されます。

①



Step

線形静解析 - 2D平面歪 > 結果表示06

①

②

③

コンタ表示を Y 方向応力に切り替えます。
単位が N/mm^2 になっているか確認
してください。



Step

線形静解析 - 2D平面歪 > 結果表示06

Y 方向応力の解析結果が表示されました。



Step

線形静解析 - 2D平面歪 > 比較07

同じ断面の 3D モデルを解析します。



Step

線形静解析 - 2D平面歪 > 比較07

変位振幅の解析結果はこちらです。



Step

線形静解析 - 2D平面歪 > 比較07

Y 方向応力の解析結果はこちらです。


